
２
０
２
０
年
期
の
活
動

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
感
染
拡
大
へ
の
東
北
大

学
全
体
お
よ
び
組
合
自
体

の
対
策
の
た
め
、
大
幅
に

活
動
が
制
限
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
私
た
ち
の
取
り

組
み
に
よ
っ
て
、
今
期
大

き
な
成
果
が
得
ら
れ
ま
し

た
。２

０
１
９
年
期
は
、
宮

城
県
労
働
委
員
会
で
歴
史

的
な
勝
利
を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
そ
の
後
東

北
大
学
は
、
中
央
労
働
委

員
会
に
「
再
審
査
申
立
」
、

す
な
わ
ち
不
服
申
立
を
行

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
中

労
委
で
は
、
和
解
を
勝
ち

取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

訴
訟
に
つ
い
て
は
、
今
年

９
月
末
に
証
人
尋
問
が
行

わ
れ
る
予
定
で
あ
り
、
結

審
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

完
全
勝
利
に
向
け
て
、
も

う
一
踏
ん
張
り
で
す
。

再
雇
用
職
員
の

労
働
時
間
短
縮
案

見
送
り

当
局
か
ら
、
再
雇
用

職
員
の
所
定
労
働
時
間

を
、
２
０
２
１
年
４
月

か
ら
上
限
週
30
時
間
と

し
、
２
０
２
２
年
度
か

ら
一
律
週
20
時
間
（
月

額
約
10
万
）
に
す
る
と

い
う
方
針
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
不
利
益

変
更
を
一
方
的
に
決
定
し

た
こ
と
に
対
し
、
組
合
は
、

申
入
書
、
団
体
交
渉
を
通

し
て
、
高
齢
者
雇
用
安
定

法
の
潜
脱
で
あ
り
、
労
働

契
約
法
に
も
違
反
し
て
い

る
こ
と
を
指
摘
し
、
方
針

の
撤
回
・
見
直
し
を
要
求

し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
当
局
は

「
４
月
の
再
雇
用
職
員
の

所
定
労
働
時
間
の
短
縮
を

見
送
る
」
と
方
針
見
直
し

を
決
定
し
ま
し
た
。
組
合

の
画
期
的
勝
利
と
い
え
ま

す
。
当
初
の
当
局
案
は
、

石
嵜
・
山
中
総
合
法
律
事

務
所
の
入
れ
知
恵
だ
っ
た

の
で
す
が
、
そ
れ
を
大
学

と
し
て
の
判
断
で
覆
し
た

こ
と
は
、
今
後
の
労
働
争

議
に
も
大
き
な
影
響
を
与

え
る
で
し
ょ
う
。

目
的
限
定
職
員
の

継
続
雇
用
が

可
能
に

目
的
限
定
職
員
の
解
雇

問
題
に
つ
い
て
も
成
果
が

得
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
目
的
限
定
職
員
は
、
採

用
時
の
業
務
が
終
了
す
る

と
解
雇
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

組
合
は
、
別
の
業
務
に
移

行
さ
せ
る
こ
と
を
可
能
に

し
て
解
雇
回
避
努
力
を
行

う
こ
と
を
再
三
要
求
し
て

い
ま
し
た
が
、
組
合
の
提

案
が
反
映
さ
れ
、
継
続
雇

用
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
組
合
組
織
に
つ

い
て
は
、
組
織
率
減
少
が

継
続
し
て
い
ま
す
。
一
部

の
支
部
で
は
、
多
く
の
加

入
を
得
て
、
全
体
の
減
少

幅
を
最
小
限
に
抑
え
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
が
、
正
職

員
の
加
入
が
少
な
く
、
単

年
度
収
支
が
赤
字
と
な
っ

て
い
ま
す
。
現
在
、
支
部

や
個
人
か
ら
の
借
入
に
よ
っ

て
予
算
を
維
持
し
て
い
る

状
態
で
す
。
組
合
員
拡
大

と
収
入
確
保
が
、
私
た
ち

の
大
き
な
目
標
と
な
り
ま

す
（
皆
様
か
ら
の
カ
ン
パ

を
引
き
続
き
お
願
い
し
ま

す
）
。

次
期
は
、
組
合
の
骨
太

方
針
と
な
る
「
要
求
と
提

案
」
の
作
成
を
提
起
し
ま

す
。
そ
の
素
案
を
含
め
た

議
案
書
を
事
前
に
送
付
し

ま
す
の
で
、
支
部
に
お
け

る
検
討
と
、
大
会
に
お
け

る
積
極
的
な
議
論
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
委
員
長片

山
知
史
さ
ん
）
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＊雇い止め方針を
撤回せよ！

＊超過勤務時間の
適正管理を！

教職員共済の紹介
＊総合共済＊火災・自然災害共済＊自動車共済

＊年金共済＊団体生命共済・医療共済

＊新終身共済 ＊交通災害共済 など

有期・短時間雇用の方も加入できます

「
歴
史
的
勝
利
」
か
ら
「
勝
利
的
和
解
」

そ
し
て
「
画
期
的
成
果
」

雇止め方針撤回の宣伝行動



標
記
会
議
が
、
３
月
21

日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
地
区
別
会

議
が
離
れ
た
地
区
と
合
同

で
開
か
れ
る
の
は
オ
ン
ラ

イ
ン
な
ら
で
は
で
し
ょ
う
。

全
大
教
執
行
部
か
ら
は
、

全
国
動
向
の
報
告
と
し
て
、

ま
ず
人
事
院
勧
告
（
期
末

手
当
引
き
下
げ
）
へ
の
対

応
状
況
に
つ
い
て
、
「
引

き
下
げ
な
し
・
圧
縮
」
が

北
大
、
岩
手
大
、
福
島
大
、

海
洋
大
な
ど
18
大
学
で
行

わ
れ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。
さ
ら
に
労
働
条

件
の
改
善
状
況
に
つ
い
て
、

コ
ロ
ナ
対
応
へ
の
一
時
金
、

特
別
手
当
、
非
常
勤
職
員

へ
の
期
末
手
当
等
の
支
給

等
、
組
合
の
要
求
が
実
現

し
て
い
る
こ
と
が
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。

そ
の
後
各
大
学
か
ら
は
、

大
学
間
統
合
時
の
就
業
規

則
改
悪
問
題
、
超
勤
問
題
・

労
使
協
定
違
反
の
常
態
化

（
多
く
の
大
学
で
）
、
ガ

バ
ナ
ン
ス
崩
壊
と
い
っ
た

深
刻
な
問
題
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

特
に
、
非
常
勤
講
師
に

つ
い
て
は
、
雇
用
期
限
、

有
給
休
暇
の
取
得
、
手
当

等
を
め
ぐ
る
問
題
に
加
え

て
「
業
務
委
託
契
約
」
へ

の
動
き
が
広
ま
り
つ
つ
あ

る
よ
う
で
す
。
こ
れ
は
い

わ
ゆ
る
「
偽
装
請
負
」
の

可
能
性
が
あ
り
、
注
視
が

必
要
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

（
委
員
長

片
山
知
史
さ
ん

書
記
長

千
葉
裕
輝
さ
ん
）

２
０
２
１
年
６
月
５
日
、

仙
台
市
内
の
シ
ョ
ー
ケ
ー

ビ
ル
に
お
い
て
、
宮
城
県

労
働
組
合
総
連
合
第
70
回

評
議
員
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

当
日
は
、
高
橋
正
行
議

長
に
よ
る
挨
拶
の
あ
と
、

鎌
内
秀
穂
事
務
局
長
か
ら

第
１
号
議
案
「
２
０
２
１

年
国
民
春
闘
中
間
総
括

（
案
）
」
と
第
２
号
議
案

「
次
期
役
員
定
数
の
提
案
」

が
提
出
さ
れ
、
そ
の
後
２

０
２
０
年
度
の
一
般
会
計

報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

春
闘
の
中
間
総
括
（
案
）

で
は
、
「
最
低
賃
金
い
ま

す
ぐ
１
０
０
０
円
」
の
実

現
を
目
指
す
取
り
組
み
や

年
金
引
き
下
げ
違
憲
訴
訟
、

三
病
院
の
移
転
・
統
合
問

題
や
水
道
事
業
民
営
化
問

題
へ
の
取
り
組
み
な
ど
が

報
告
さ
れ
た
あ
と
、
夏
期

闘
争
と
当
面
の
運
動
方
針

に
つ
い
て
の

提
案
が
な
さ

れ
ま
し
た
。

そ
の
後
の

質
疑
・
討
論

で
は
、
宮
城

私
教
連
か
ら

東
陵
高
校
裁

判
の
背
景
に

つ
い
て
の
説

明
や
、
県
労

連
女
性
部
か

ら
「
第
30

回

宮
城
は
た
ら
く
女
性
の
つ

ど
い
」
開
催
等
各
種
取
り

組
み
の
実
施
報
告
、
石
巻

地
方
労
連
か
ら
全
法
務
石

巻
支
部
の
加
入
な
ど
の
発

言
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

中
間
総
括
の
な
か
で
、

２
０
２
１
年
４
月
に
実
施

し
た
「
コ
ロ
ナ
禍
で
の
働

き
方
と
暮
ら
し
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
集
計
結

果
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
な
か
で
、
《
政
府
施

策
に
求
め
る
こ
と
》
と
し

て
56
・
６
％
の
人
が
「
消

費
税
減
税
」
、
50
・
９
％

の
人
が
「
生
活
支
援
特
別

給
付
」
と
回
答
す
る
と
同

時
に
、
回
答
者
の
54
・
７

％
が
《
問
題
解
決
方
法
》

と
し
て
「
組
合
に
頑
張
っ

て
ほ
し
い
」
と
回
答
し
て

い
ま
す
。

労
働
者
の
人
権
と
生
活

が
、
様
々
な
局
面
で
権
力

に
よ
っ
て
脅
か
さ
れ
て
い

る
今
こ
そ
、
労
働
者
の

「
生
存
」
を
守
る
た
め
に
、

組
合
の
役
割
が
強
く
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

（
執
行
委
員伴

野
文
亮
さ
ん
）
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全
大
教
東
北
・
近
畿
地
区
単
組
代
表
者
会
議
報
告

非
常
勤
職
員
へ
の
期
末
手
当

支
給
実
現
の
大
学
あ
り

宮
城
県
労
働
組
合
総
連
合
第
70
回
評
議
員
会

最
低
賃
金
い
ま
す
ぐ
１
０
０
０
円
に

今年のメーデーの様子

東北労働金庫では

生活応援運動

「家計収支改善」

に取り組んでいます。

詳しくは東北労金に

お問い合わせください。

東北労働金庫本店営業部

０２２－２２７－１３１０



大
村
泉
氏
（
東
北
大
学

名
誉
教
授
）
に
話
題
を
提

供
い
た
だ
き
、
６
月
24
日

「
東
北
大
学
総
長
裁
量
経

費
と
部
局
支
配
の
構
造
」

と
題
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
に

て
学
習
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
か
ら

の
複
数
の
参
加
も
含
め
総

勢
22
名
の
参
加
が
あ
り
、

詳
細
な
解
析
に
基
づ
く
報

告
の
後
に
質
疑
に
お
い
て

活
発
な
議
論
が
な
さ
れ
、

問
題
の
本
質
に
迫
る
意
義

深
い
学
習
会
と
な
り
ま
し

た
。東

北
大
学
に
は
総
長
裁

量
経
費
と
称
す
る
巨
額
の

予
算
が
存
在
し
て
い
ま
す
。

主
な
原
資
は
運
営
費
交
付

金
や
外
部
資
金
か
ら
の
吸

い
上
げ
で
あ
り
、
年
度
に

よ
り
変
動
す
る
も
の
の
総

額
は
数
十
億
円
を
誇
り
、

そ
の
規
模
は
他
大
学
の
同

予
算
と
比
較
し
て
著
し
く

突
出
し
て
い
ま
す
。

ま
た
使
途
に
つ
い
て
も

特
異
的
で
あ
り
、
他
大
学

で
は
主
に
教
育
／
研
究
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
若
手
研
究

者
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
経

費
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

東
北
大
学
で
は
各
部
局
か

ら
申
請
さ
れ
る
営
繕
事
業

（
例
え
ば
、
建
物
の
雨
漏

り
補
修
な
ど
）
に
も
数
億

円
規
模
の
予
算
が
配
分
さ

れ
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
毎
年
度
な

ぜ
か
十
数
億
円
規
模
の
繰

越
金
を
残
し
つ
つ
も
、
部

局
か
ら
の
教
育
／
研
究
に

対
す
る
新
規
の
予
算
申
請

に
つ
い
て
採
択
数
は
絞
り

込
ま
れ
て
い
ま
す
。
営
繕

費
用
や
教
育
／
研
究
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
予
算
が
喉
か

ら
手
が
出
る
ほ
ど
欲
し
い

各
部
局
に
と
っ
て
は
、
総

長
裁
量
経
費
の
配
分
を
無

視
す
る
こ
と
は
非
現
実
的

と
も
い
え
る
で
し
ょ
う
。

予
算
配
分
の
裁
量
権
を

持
つ
総
長
サ
イ
ド
と
部
局

と
の
間
の
こ
の
非
対
称
な

関
係
性
が
労
働
環
境
に
直

接
的
・
間
接
的
に
ど
の
よ

う
な
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
、

今
後
も
注
視
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
そ
う
で
す
。

（
執
行
委
員

酒
井
義
文
さ
ん
）

東
北
大
学
に
お
け
る
教

員
を
除
い
た
職
員
の
勤
務

時
間
は
、
勤
怠
管
理
シ
ス

テ
ム
を
利
用
し
て
管
理
さ

れ
て
い
る
こ
と
は
周
知
の

と
お
り
で
す
。

し
か
し
、
こ
の
シ
ス
テ

ム
の
時
間
管
理
設
定
に
は
、

い
わ
ゆ
る
「
サ
ー
ビ
ス
残

業
」
を
強
い
る
設
定
が
な

さ
れ
て
い
る
こ
と
は
ご
存

じ
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
の
設
定

で
は
、
一
般
職
員
の
場
合

８
時
か
ら
８
時
35
分
ま
で

の
始
業
打
刻
は
８
時
30
分

（
始
業
時
刻
）
に
打
刻
し

た
も
の
と
、
17
時
15
分
か

ら
17
時
45
分
ま
で
に
打
刻

し
た
場
合
に
は
17
時
15
分

（
終
業
時
刻
）
に
打
刻
し

た
も
の
と
取
り
扱
わ
れ
ま

す
。
と
い
う
事
は
８
時
35

分
に
始
業
打
刻
し
17
時
15

分
に
終
業
打
刻
し
た
人
と
、

８
時
に
始
業
打
刻
し
17
時

45
分
に
終
業
打
刻
し
た
人

は
、
１
時
間
近
く
労
働
時

間
に
差
が
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
"
同
じ
"
労
働
時

間
数
働
い
た
と
処
理
さ
れ

ま
す
。
逆
に
同
じ
だ
け
の

労
働
時
間
と
し
た
場
合
、

一
方
に
は
超
過
勤
務
手
当

が
つ
き
、
も
う
一
方
は
何

の
手
当
て
も
つ
か
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
前

後
30
分
の
取
り
扱
い
に
つ

い
て
、
「
契
約
上
の
終
業

（
始
業
）
時
刻
の
後
（
前
）

30
分
間
に
打
刻
し
た
場
合

に
は
労
働
時
間
に
カ
ウ
ン

ト
し
な
い
」
と
勘
違
い
し

て
い
る
時
間
管
理
（
監
督
）

者
も
多
く
い
る
こ
と
は
事

実
で
す
。

・
就
業
時
間
は
始
業
打
刻

か
ら
終
業
打
刻
ま
で
で

取
り
扱
う

・
敢
え
て
遅
刻
を
認
め
る

よ
う
な
時
間
設
定
の
ま

る
め
を
行
わ
な
い

と
い
う
、
恐
ら
く
勤
怠
管

理
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
標

準
的
な
設
定
に
す
る
こ
と

で
、
こ
の
よ
う
な
勘
違
い

を
な
く
す
事
は
可
能
だ
と

思
い
ま
す
。

ま
た
、
人
件
費
削
減
の

し
わ
寄
せ
か
ら
、
係
長
ク

ラ
ス
の
深
夜
に
か
か
る
超

過
勤
務
も
目
に
し
ま
す
。

法
人
側
は
、
「
サ
ー
ビ
ス

残
業
は
な
い
。
適
正
に
行

わ
れ
て
い
る
」
と
言
っ
て

い
ま
す
が
、
21
時
過
ぎ
に

灯
り
の
付
い
て
い
る
事
務

室
を
目
に
す
る
こ
と
は
稀

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

大
学
は
、
「
超
過
勤
務

を
減
ら
す
よ
う
に
」
と
言
っ

て
き
ま
す
が
、
そ
の
前
に

「
超
過
勤
務
を
行
わ
な
く

て
よ
い
だ
け
の
員
数
の
充

実
」
を
行
っ
て
ほ
し
い
も

の
で
す
。

（
書
記
長

千
葉
裕
輝
さ
ん
）

２０２１年７月２０日（火） 東北大学職組新聞コア 第２７８号[ 3 ]

総
長
裁
量
経
費
問
題
学
習
会

秘
め
ら
れ
た
巧
み
な
部
局
支
配
構
造

超
過
勤
務
時
間
の

適
正
管
理
に
つ
い
て

「日本の科学者5月号」に

「東北大学総長裁量経費と研究不正

隠蔽の構造」が掲載されています。


